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1.流域の概要 

熊野川
く ま の が わ

（水系名：新宮川、河川名：熊野川）は、その源を奈良県
な ら け ん

吉野郡
よ し の ぐ ん

天川村
てんかわむら

の山上ヶ岳
さ ん じ ょ う が だ け

（標

高 1,719m）に発し、大小の支川を合わせながら十津川
と つ か わ

渓谷
け い こ く

を南流し、和歌山県
わ か や ま け ん

新宮市
し ん ぐ う し

と三重県
み え け ん

熊野市
く ま の し

の境界で大台ヶ原
お お だ い が は ら

を水源とする北
きた

山川
やまがわ

を合わせ熊野灘
く ま の な だ

に注ぐ、幹川流路延長 183km、流

域面積 2,360 km2の一級河川である。 

熊野川流域は、奈良県、和歌山県、三重県の３県にまたがり、５市３町６村からなり、奈良

県十津川村
と つ か わ む ら

、和歌山県新宮市、三重県紀宝町
き ほ う ち ょ う

などを有している。流域の土地利用は、森林が約

95％、水田や畑地等の農地が約 1.5％、宅地が約 0.5％、その他が約 3%となっている。 

沿川には、国道 168 号、国道 169 号、国道 425 号が走り、海岸沿いに国道 42 号及びＪＲ紀勢
き せ い

本線
ほんせん

があり交通の要衝となっている。流域の歴史は古く、大峯山
おおみねさん

や熊野
く ま の

三山
さんざん

等にみられる宗教

文化の中心地としても広く知られ、「紀伊
き い

山地
さ ん ち

の霊場
れいじょう

と参詣
さんけい

道
ど う

」が世界遺産に登録されている

など紀
き

南
なん

地方の社会、経済、文化の基盤をなしている。流域内は吉野熊野国立公園、高野龍神

国定公園に指定されるなど、豊かな自然に恵まれている。また、多雨量流域であることから、

古くからその豊富な水量を利用した水力発電が行われてきた。このように、本水系の治水・利

水・環境についての意義は極めて大きい。 

流域の地形は、中央部を八剣山
はっけんざん

（1,915m）を主峰とする大峯
おおみね

山地
さ ん ち

が南北に走り、東側に

日出ヶ岳
ひ で が だ け

（1,695m）を主峰とする台高
だ い こ う

山地
さ ん ち

、西側に伯母子
お ば こ

岳
だけ

（1,344m）を主峰とする伯母子
お ば こ

山地
さ ん ち

が南北に走っている。熊野川流域は「近畿の屋根」とも呼ばれるこれらの急峻な山岳地帯から

なり、平野は海岸部の一部にしか見られない。熊野川及び北山川は三つの山地の間を屈曲しな

がら流下し、熊野灘に至る河川である。また、河口部には砂州が発達している。  

河床勾配は、熊野川の源流から二
ふた

津野
つ の

ダムまでの上流部は約 1/20～1/400、二津野ダムから

汽水域上流端までの中流部は約 1/600～1/1,000、汽水域上流端から河口までの下流部では約

1/1,000 となっている。 

流域の地質は、流域北部に秩父
ち ち ぶ

累帯
るいたい

、中央部に四万十帯
し ま ん と た い

が広く分布し、風化が進み崩壊箇所

が多く見られる。流域南部には、新期花崗岩類
し ん き か こ う が ん る い

の火成岩類
か せ いが んる い

や熊野層群
く ま のそ うぐ ん

の堆積岩類
たいせきがんるい

が分布し、川

沿いには特徴的な柱 状
ちゅうじょう

節理
せ つ り

が見られる。 

流域の気候は、温暖多雨の南海
なんかい

気候
き こ う

区
く

に属し、本州有数の多雨地帯である。降水量は多いが、

晴天日数、日照時間にも恵まれており、一降雨あたりの降水量が多い。流域の年平均年降水量

は、約 2,800mm であり我が国の平均値の約 1.6 倍となっている。また、流域内では、西側に比

べ海岸に近い東側で降水量が一層、多くなっている。平均気温は上流部の上北山観測所で約

14℃、下流部の新宮
し ん ぐ う

観測所で約 17℃となっており、新宮などの海岸部は近畿地方では最も温暖

な地域となっている。 
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図 1-1 熊野川流域位置図 
 

表 1-1 熊野川流域の概要 

項 目 諸 元 備      考 

流路延長 183km 全国 14 位/109 水系 

流域面積 2,360km2 全国 26 位/109 水系 

流域市町村 5市 3町 6村 

和歌山県：新宮市、田辺市、那智勝浦町、北山村 

三重県：熊野市、尾鷲市、紀宝町、御浜町 

奈良県：五條市、十津川村、野迫川村、天川村、上北山村、下北山村

流域内人口 約 5 万人  

支川数 210 支川  



 

2.治水事業の経緯 

熊野川改修事業は、昭和 22 年より和歌山県による右岸護岸改修が実施されたが、昭和 34 年

9 月伊勢湾台風により甚大な被害が発生し、これを契機に昭和 35 年和歌山県、昭和 36 年に三

重県が計画高水流量を 19,000m3/s として小規模改修事業に着手した。さらに、昭和 45 年一級

河川指定にともない県計画高水流量 19,000m3/s を踏襲した工事実施基本計画を策定した。 

その後、昭和 54 年、平成元年に河川改修計画を改定し、改修事業を実施している。 

また、昭和 46 年支川相野谷川、昭和 47 年支川市田川を直轄区間に指定し、相野谷川では計

画流量を580m3/sとして昭和54年より捷水路計画による河道掘削による河川改修を実施したが、

平成 9 年 7 月台風 18 号による被害を受け「水防災対策特定河川事業」として人家集中地区の

輪中提建設等に着手している。 

一方、市田川では県計画による計画高水流量 140m3/s を踏襲し、昭和 57 年 8 月出水を契機と

して「激甚災害特定事業」の指定を受け、河口部水門、排水ポンプ事業を実施している。 

 

表 2-1 計画の概要 

計 画 年 度 概 要 計画高水流量 

和歌山県中小河川改良 昭和 35 年  相賀 19,000m3/s 

三重県中小河川改良 昭和 36 年  相賀 19,000m3/s 

工事実施基本計画策定 昭和 45 年 一級河川指定 
相賀 19,000m3/s 

(県計画を踏襲) 

河川改修計画改定 昭和 54 年  相賀 19,000m3/s 

河川改修計画改定 平成元年  相賀 19,000m3/s 

 



 

3.既往洪水の概要 

熊野川では、9 月に特に降雨が多く、降雨が台風によってもたらされていることが分かる。

過去に幾たびも大出水を記録しているが、そのほとんどが台風により発生している。 

熊野川の代表的な洪水の概要を表 3-1 に示す。 

 

表 3-1 主要洪水の要因と被害状況 

発生年月日 降雨成因 2 日雨量

(mm) 

最高水位

(m) 

最大流量

(m3/s) 

被害状況 

明治 22 年 8 月 

十津川大水害 

台風と 

前線 

死者 175 人 

流失・全壊 1,017 戸、半壊 524 戸 

昭和 34 年 9 月 
伊勢湾 

台風 
361 16.4 19,025

死者・行方不明 5 名、全半壊 466 戸 

床上浸水 1,152 戸、床下浸水 731 戸 

昭和 57 年 8 月 台風 10 号 364 10.42 10,400
浸水面積 274ha 

床上浸水 584 戸、床下浸水 2,084 戸 

平成 2 年 9 月 台風 19 号 380 12.56 17,100
全半壊 18 戸、浸水面積 280ha 

床上浸水 205 戸、床下浸水 365 戸 

平成 6 年 9 月 台風 26 号 401 11.99 15,100
浸水面積 177ha 

床上浸水 40 戸、床下浸水 80 戸 

平成 9 年 7 月 台風 9 号 547 13.57 15,400
浸水面積 382ha 

床上浸水 378 戸、床下浸水 1,052 戸 

平成 13 年 8 月 台風 11 号 513 11.74 14,000
浸水面積 170ha 

床上浸水 71 戸、床下浸水 29 戸 

平成 15 年 8 月 台風 10 号 408 10.58 11,500
浸水面積 130ha 

床上浸水 42 戸、床下浸水 7 戸 

平成 16 年 8 月 台風 11 号 293 11.86 11,200
浸水面積 105ha 

床上浸水 36 戸、床下浸水 14 戸 

注 1）2 日雨量は、相賀上流域平均雨量 

注 2）最高水位は、相賀観測所の値 

注 3）最大流量は、流出計算による推定値 

注 4）被害状況は、 

   ・明治 22 年 8 月洪水は、新宮市史，十津川村史による 

   ・昭和 34 年 9 月洪水は、和歌山県災害史，十津川村史による 

   ・昭和 37 年以降は水害統計による 

 



 

4.基本高水の検討 

4-1 既定計画の概要 

昭和 45 年に改定された工事実施基本計画(以下｢既定計画｣という)では、以下に示すとおり、

基準地点相賀における基本高水のピーク流量を 19,000m3/s と定めている。 

 

(1) 計画規模の設定 

流域の社会的・経済的な重要性を総合的に勘案し、昭和 34 年 9 月洪水を対象洪水とした。 

 

(2) 計画降雨量の設定 

既定計画では、基本高水のピーク流量を合理式で算定した流量や昭和 34 年 9 月洪水の推

定流量等を勘案して設定した。 

 

(3) 流出計算モデルの設定 

既定計画では、流出計算モデルは設定されていない。 

 

(4) 主要洪水における計画降雨量への引き延ばしと流出計算 

既定計画では、降雨引伸しによる流出計算は行われていない。 

 

(5) 基本高水のピーク流量の決定 

基本高水のピーク流量は、合理式で算定した流量や昭和 34 年 9 月洪水の推定流量等を勘

案して、相賀地点 19,000m3/s に決定した。 

 



 

4-2 工事実施基本計画策定後の状況 

既定計画を策定した昭和 45 年以降、計画の変更をするような大きな洪水は発生していな

い。 
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図 4-1  年最大 2 日雨量（相賀地点上流域平均） 
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図 4-2  年最大流量（ダム戻し流量、相賀地点） 

 



 

4-3 基準地点および計画規模の設定 

(1) 基準点の設定 

熊野川流域の人口・資産は河口付近に集中しており、直轄管理区間は、河口から

5km である。この区間は、感潮区間であり上流部は連続した湾曲部となっているこ

とから、流量を把握するには適していない。そのため、直轄管理区間を外れるもの

の、その上流部である相賀地点に基準点を設けている。 

基準点相賀地点上流域の面積は、2,251km2と熊野川流域 2,360km2の 95%以上を占

めている。また、相賀地点より下流においては、洪水到達時間の相違からピーク合

流は生じない。よって、直轄管理区間の高水流量は、相賀地点流量と同一とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    基準点相賀 

図 4-3 直轄管理区間と基準点相賀位置図 

 

図 4-4  熊野川流域人口・資産分布 
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(2) 計画規模の設定 

既定計画策定以降の洪水発生を考慮し、熊野川における流域内人口・資産の状況、

全国的なバランスを勘案し、計画規模は基準点相賀で 1/100 とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-5(1)  熊野川流域の想定氾濫区面積 
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図 4-5(2)  熊野川流域の想定氾濫区人口 
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図 4-5(3)  熊野川流域の想定氾濫区資産 

 

※想定氾濫区域内人口及び資産は、河川現況調査（調査基準年平成 7 年末）による 

 

想定氾濫区域面積

0

100

200

300

400

500

600

700

800

利
根
川

多
摩
川

荒
川

庄
内
川

木
曽
川

淀
川

太
田
川

石
狩
川

十
勝
川

北
上
川

名
取
川

阿
武
隈
川

最
上
川

鶴
見
川

富
士
川

阿
賀
野
川

常
願
寺
川

庄
川

安
倍
川

豊
川

矢
作
川

紀

の
川

九
頭
竜
川

斐
伊
川

高
梁
川

吉
野
川

重
信
川

遠
賀
川

筑
後
川

白
川

大
淀
川

天
塩
川

常
呂
川

網
走
川

留
萌
川

後
志
利
別
川

鵡
川

沙
流
川

釧
路
川

岩
木
川

高
瀬
川

馬
淵
川

鳴
瀬
川

米
代
川

子
吉
川

那
珂
川

荒
川

関
川

黒
部
川

手
取
川

狩
野
川

大
井
川

菊
川

雲
出
川

櫛
田
川

宮
川

由
良
川

揖
保
川

千
代
川

天
神
川

江

の
川

高
津
川

芦
田
川

佐
波
川

那
賀
川

土
器
川

肱
川

物
部
川

山
国
川

矢
部
川

松
浦
川

嘉
瀬
川

本
明
川

球
磨
川

大
分
川

大
野
川

番
匠
川

五

ヶ
瀬
川

川
内
川

肝
属
川

熊
野
川

河川名

想
定

氾
濫

区
域

面
積

（k
m

2 ）

800以
上

熊野川

熊野川

　　　　計画規模（1/200）

　　　　計画規模（1/150）

　　　　計画規模（1/100）

　　　　計画規模（1/200）
　　　　計画規模（1/150）
　　　　計画規模（1/100）

　　　　計画規模（1/200）

　　　　計画規模（1/150）

　　　　計画規模（1/100）

熊野川



 

4-4 基本高水の検討 

 既定計画の策定以降、計画を変更するような大きな洪水は発生していないが、既定計画では

降雨の時間・空間分布の特性を適切に反映できていない等の課題があることから、流量データ

による確率からの検討、既往洪水による検討に加え、雨量データによる確率からの検討、確率

規模モデル降雨波形による検討を行った。 

 

(1) 流量データによる確率からの検証 

相当年数の流量データが蓄積されたこと等から、流量データ（統計期間：昭和 40 年～平

成 16 年の 40 カ年、ダム戻し流量）を用いた確率流量から検証した結果、相賀地点における

1/100 確率規模の流量は、16,800～24,600m3/s と推定される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-6  基準点相賀地点における流量確率図（S40 年～H16 年：40 カ年） 

m3/s 

水系名：新宮川水系

河川名：熊野川 

地点名：相賀地点 



 

 

表 4-1  1/100 流量確率（相賀地点） 

確率分布モデル 流量確率(m3/s) 

グンベル分布 19,800 

平方根指数型最大値分布 24,600 

一般化極値分布 20,200 

対数ピアソンⅢ型分布（実数空間法） 16,800 

対数ピアソンⅢ型分布（対数空間法） 19,500 

岩井法 21,100 

石原・高瀬法 18,600 

対数正規分布 3 母数クォンタイル法 19,600 

対数正規分布 3 母数 18,500 

※一般的に用いられる確率統計手法で、適合度の良い

(SLSC<0.04)分布モデルを対象とした。 

 

(2) 時間雨量データによる確率からの検討 

1) 降雨量の設定 

熊野川流域の流域面積(2,360km2)など、時間的な降雨分布はばらつきが考えられ、降

雨継続時間はある程度の幅が必要であること、前述の各種検討の相賀地点の降雨継続時

間を概ね包括できることを考慮し、降雨継続時間は 2 日とする。なお、年最大流量以上

の平均降雨継続時間（46 時間）である。 

昭和 40 年から平成 16 年までの 40 カ年の年最大 2 日雨量を確率処理し、1/100 確率規

模の降雨量を基準点相賀で 632mm と決定した。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-7 相賀地点における雨量確率評価 

（昭和 40 年から平成 16 年：40 カ年） 

 

表 4-2  1/100 確率規模降雨量 

 相賀地点 備考 

1/100 632mm/2 日 
SLSC値が0.04以下の確率

手法の平均値 

F[%] T[年]
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水系名：新宮川水系

河川名：熊野川 

地点名：相賀地点 



 

2) 流出計算モデルの設定 

降雨をハイドログラフに変換するために流出計算モデル（貯留関数法）を作成し、流

域の過去の主要洪水における降雨分布特性により、モデルの定数（k,p）を同定した。 

貯留関数の基礎式は次の通り。 

Qr
dt
ds

−=   
pQkS ⋅=  

Q：流出高(mm/hr),  r ：降雨量(mm/hr) 

t  ：時間(hr),     S ：貯留高(mm) 

pk, :モデル定数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-8  昭和 54 年 10 月洪水再現計算結果（相賀地点） 

 

3) 主要洪水における 1/100 規模の降雨量への引伸しと流出計算 

流域の過去の主要洪水における降雨波形を 1/100 確率規模の降雨量まで引伸し、同定

された流出計算モデルにより流出量を算出した。 

相賀地点における 1/100 規模の流量は約 12,900～32,200m3/s と推定される。 

表 4-3  ピーク流量一覧（相賀地点） 

相賀地点
ピーク流量

(m3/s)

S430728 1.197 15,800

S430925 1.646 14,400

S460830 1.837 23,200

S500822 1.295 17,100

S541019 1.879 23,700

S570801 1.764 22,400

H020919 1.685 32,200

H040818 1.717 12,900

H060929 1.609 29,000

H090726 1.166 18,800

H120911 1.821 15,800

H130821 1.236 18,300

H150808 1.556 20,500

H160804 1.722 20,500

増嵩倍率出水名
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(3) 全ての時間雨量が 1/100 となるモデル降雨波形を用いた検討 

主要な実績降雨波形群を 1～48 時間のすべての降雨継続時間において、1/100 確率規模と

なるように降雨波形を作成し、流出計算を行った結果、相賀地点における 1/100 確率規模の

流量は、17,000m3/s～23,400m3/s と推定される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水色：モデル波形、黒枠：実績降雨 

図 4-9  モデル降雨による流出解析結果（平成 9 年 7 月洪水確率 48 時間雨量） 

 

(4) 歴史的洪水からの検討 

熊野川流域における歴史的洪水は、明治 22 年 8 月に発生した十津川水害が著名であり、

この洪水により十津川筋の村は壊滅的な被害が生じ、下流新宮市も広範囲に浸水被害が生じ

ている。しかし、この洪水により十津川筋に多くの天然ダムが発生し、連続して決壊する天

然ダム、決壊まで時間を要した天然ダムなどがあった。 

次に記録が残っている洪水では、昭和 34 年 9 月の伊勢湾台風による洪水が著名であるこ

とから、歴史的洪水流量は、昭和 34 年 9 月の伊勢湾台風による出水とする。 

昭和 34 年 9 月洪水を代表係数法により雨量観測所を補完することにより流域平均雨量を

作成し、流出解析により流量を計算した結果、相賀地点の流量は約 18,500m3/s と推定される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-10  昭和 34 年 9 月洪水推定結果（相賀地点） 
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(5) 基本高水のピーク流量の検証 

相賀地点における流量確率（1/100）のレンジは、16,800m3/s～24,600m3/s である。また、

雨量データによる確率からの検討、モデル降雨波形による検討、既往洪水の検証など総合的

に判断して、基本高水のピーク流量は、19,000m3/s とする（図 4-11）。 

基本高水のピーク流量は、平成 9 年 7 月型洪水（増嵩倍率 1.166）を 1,000 単位で丸め、

19,000m3/s として採用するものとする。 
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※モデル降雨波形の結果は、48 時間降雨を 1/100 とした場合の結果を示している。 

図 4-11  各種法による基本高水のピーク流量算定結果 

 

なお、基本高水のピーク流量の決定にあたり、用いたハイドログラフは以下の通りである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-12  基本高水のピーク流量決定にあたり用いたハイドログラフ 

（相賀地点：平成 9 年 7 月洪水） 
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5.高水処理計画 

 

熊野川の既定計画の基本高水のピーク流量は、基準点相賀において 19,000m3/s である。 

熊野川の河川改修は、相賀地点で既定計画の計画高水流量（19,000m3/s）を目標に実施さ

れ、築堤は大臣管理区間の堤防必要延長のうち、約 48%が完成している。 

一方、河道掘削による河川環境への影響を考慮し、現在の河道で処理可能な流量として、

19,000m3/s 程度が妥当であることから、全量を河道で処理する。 

これらを踏まえ、基準点相賀の計画洪水流量を既定計画と同様に 19,000m3/s とする。 



 

6.計画高水 

 

計画高水流量は、基準点相賀において 19,000m3/s とし、その下流では河口まで同流量とす

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6-1  熊野川計画高水流量配分図 
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7.河道計画 

 

河道計画は以下の理由により、現況の河道法線や縦断勾配を尊重し、流下能力が不足する

区間については、河川環境等に配慮しながら必要な河積（洪水を安全に流下させるための断

面）を確保する。 

 

① 直轄管理区間の堤防は、完成堤防・暫定堤防を合わせると全区間で概成していること。 

② 既定計画の計画高水位に基づいて、橋梁や水門・樋門等の構造物が完成していること。 

③ 沿川の市街地における資産の集積を考慮すると、計画高水位を上げることは決壊時の被

害および内水被害を増大させることとなり、避けるべきであること。 

④ 沿川の人家等の連担状況を考慮すると、引堤することは社会的な影響が大きく、避ける

べきであること。 

 

計画縦断図を図 8-1 に示すとともに、主要地点における計画高水位および概ねの川幅を表

7-1 に示す。 

 

 

表 7-1 主要な地点における計画高水位と概ねの河幅一覧 

河川名 地点名 
※1) 河口から

の距離(km) 

計画高水位 

T.P.(m) 

川幅 

(m) 

相賀 10.6km － － 

成川  2.3km  8.169 420 

熊野川 

 

河口  0.2km ※2) 2.50 680 

注)T.P. 東京湾中等潮位 

  

 

 

 

※１ 基点からの距離 

※２ 計画高潮位 



 

8.河川管理施設等の整備の現状 

熊野川における河川管理施設等の整備状況は下記のとおりである。 

 

(1) 堤防 

堤防の整備の現状(平成 19 年 3 月現在)は下表のとおりである。 

 

 延長(km) 

完成堤防 2.9(48%) 

暫定堤防 3.2(52%) 

未施工 なし 

堤防不必要区間 4.3(－%) 

計 10.4 

※延長は、直轄管理区間の左右岸の計である。 

 

(2) 洪水調節施設 

完成施設   ：なし 

事業中施設  ：なし 

 

(3) 排水機場等 

・河川管理施設  17.1m3/s（市田川） 

         11.0m3/s（相野谷川） 

 ※直轄管理区間の施設のみである。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 8-1  熊野川 計画縦断図 
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